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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１乾燥槽を備える熱風乾燥機と、
　前記第１乾燥槽に接続される第２乾燥槽を備える減圧乾燥機とを備え、
　前記第２乾燥槽には、槽内を保温するための保温手段が設けられ、
　前記保温手段が、ジャケットであり、
　前記熱風乾燥機は、少なくとも、前記第１乾燥槽と、前記第１乾燥槽に乾燥媒体を送風
するための送風手段と、前記送風手段により送風される乾燥媒体を加熱するための加熱手
段とが接続されている、乾燥ラインを備えており、
　前記乾燥ラインは、前記ジャケット内に乾燥媒体を送風するためのジャケット供給ライ
ンを備えていることを特徴とする、粉粒体の乾燥装置。
【請求項２】
　前記ジャケット供給ラインは、前記乾燥ラインにおける加熱手段の下流側から分岐され
、前記ジャケットに接続される入口側ジャケットラインと、前記乾燥ラインにおける加熱
手段の上流側から分岐され、前記ジャケットに接続される出口側ジャケットラインとを備
えていることを特徴とする、請求項１に記載の粉粒体の乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、粉粒体の乾燥装置、詳しくは、樹脂ペレットなどの粉粒体を乾燥させるための
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乾燥装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、樹脂ペレットなどの粉粒体を乾燥させるための乾燥装置としては、たとえば、
ホッパードライヤー、除湿機、ブロワ、およびヒータなどがクローズドラインで接続され
ている脱湿乾燥機が、粉粒体中の水分を効率よく除去できることから、広く使用されてい
る。
【０００３】
このような脱湿乾燥機では、粉粒体を一定のレベルの湿度にまで一気に乾燥させる必要が
あることから、能力の大きい除湿機を備える必要がある。
【０００４】
しかし、能力の大きい除湿機を備えると、装置が大型となり、また、消費エネルギーも大
きく、ランニングコストが高くなるため、たとえば、特開平１１－９０９３２号公報では
、脱湿乾燥機のメインホッパードライヤーに、熱風乾燥機の予備乾燥用ホッパードライヤ
ーを接続して、まず、粉粒体を予備乾燥ホッパードライヤーに供給して乾燥開始直後の湿
気を取り除いた後に、その湿気が取り除かれた粉粒体をメインホッパードライヤーに供給
して脱湿乾燥させ、これによって、能力の小さい除湿機を使用可能として、省エネルギー
化を図ることが提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、特開平１１－９０９３２号公報に記載される乾燥装置では、能力の小さい除湿機
を使用して、省エネルギー化を図ることはできるが、一方で、乾燥された粉粒体は、使用
される用途によっては未だその乾燥が十分でない場合もあり、たとえば、乾燥された樹脂
ペレットを成形した時に、金型などに乾燥不良に起因する汚れを生じるような場合がある
。
【０００６】
本発明は、上記した事情に鑑みなされたものであり、その目的とするところは、省エネル
ギー化を図れながら、粉粒体を、すばやく、効率よく、かつ十分に乾燥することができる
、粉粒体の乾燥装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、第１乾燥槽を備える熱風乾燥機と
、前記第１乾燥槽に接続される第２乾燥槽を備える減圧乾燥機とを備え、前記第２乾燥槽
には、槽内を保温するための保温手段が設けられ、前記保温手段が、ジャケットであり、
前記熱風乾燥機は、少なくとも、前記第１乾燥槽と、前記第１乾燥槽に乾燥媒体を送風す
るための送風手段と、前記送風手段により送風される乾燥媒体を加熱するための加熱手段
とが接続されている、乾燥ラインを備えており、前記乾燥ラインは、前記ジャケット内に
乾燥媒体を送風するためのジャケット供給ラインを備えていることを特徴としている。
【０００８】
このような構成によると、粉粒体は、まず、熱風乾燥機の第１乾燥槽に供給されて、熱風
によって加熱されるとともに乾燥開始直後の湿気が取り除かれ、次いで、減圧乾燥機の第
２乾燥槽に供給されて減圧乾燥される。
【００１０】
　また、このような構成によると、粉粒体を減圧乾燥する第２乾燥槽の槽内が、保温手段
によって保温されるので、第１乾燥槽において加熱乾燥された粉粒体は、第２乾燥槽に供
給されても、その温度を保った状態のままで減圧乾燥される。
【００１２】
　また、このような構成によると、第２乾燥槽の槽内を簡易な構成によって保温すること
ができる。
【００１４】
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　さらに、このような構成によると、ジャケット内には、熱風乾燥機の乾燥ラインからジ
ャケット供給ラインを介して乾燥媒体が供給される。
【００１５】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記ジャケット供給
ラインは、前記乾燥ラインにおける加熱手段の下流側から分岐され、前記ジャケットに接
続される入口側ジャケットラインと、前記乾燥ラインにおける加熱手段の上流側から分岐
され、前記ジャケットに接続される出口側ジャケットラインとを備えていることを特徴と
している。
【００１６】
このような構成によると、熱風乾燥機の加熱手段により加熱された乾燥媒体は、乾燥ライ
ンと分岐して、入口側ジャケットラインからジャケットに流入し、その後、ジャケットか
ら流出すると、出口側ジャケットラインから再び乾燥ラインに合流し、再び加熱手段によ
り加熱される。
【００１７】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の粉粒体の乾燥装置の一実施形態を備えている処理システムを示す全体構
成図である。
【００１８】
図１において、この処理システムは、気力輸送により輸送されてきた粉粒体を乾燥装置１
により乾燥させて、気力輸送によって他の処理装置（たとえば、成形機、混合機など）３
９ａおよび３９ｂに輸送するシステムとして構成されている。
【００１９】
乾燥装置１は、第１乾燥槽としての熱風乾燥ホッパー２を備える熱風乾燥機３と、第２乾
燥槽としての減圧乾燥ホッパー４を備える減圧乾燥機５とを備えており、熱風乾燥ホッパ
ー２と減圧乾燥ホッパー４とが接続管２９によって接続されるように構成されている。
【００２０】
熱風乾燥機３は、乾燥媒体としての空気の通過順に、熱風乾燥ホッパー２、サイクロン６
、乾燥フィルタ７、送風手段としての乾燥ブロワ８、加熱手段としての乾燥ヒータ９を備
えており、これらがそれぞれ送風配管１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ、１１ｅを介して
接続されることによって、熱風を循環させるクローズドライン（すなわち、乾燥ヒータ９
が送風配管１１ｅを介して熱風乾燥ホッパー２に接続されている）の乾燥ライン１０が構
成されている。
【００２１】
熱風乾燥ホッパー２は、粉粒体を受け入れる熱風容器部１２を備えており、この熱風容器
部１２内に開口するように、加熱ヒータ９に接続されている送風配管１１ｅが接続されて
いる。また、熱風容器部１２は、その下部が、下に向かって絞られるように形成されてお
り、その下端部には、粉粒体を排出するための排出口１５が形成されている。この排出口
１５には、接続管２９が接続されるとともに、この接続管２９を開閉するための上側ゲー
ト１６が設けられている。
【００２２】
熱風容器部１２の上部には、図示しない貯蔵タンクから粉粒体を気力輸送するためのエジ
ェクタ１９に接続されている輸送配管２０、およびサイクロン６に接続される送風配管１
１ａが接続されている。
【００２３】
減圧乾燥機５は、減圧乾燥ホッパー４の下流側に、順次、ラインフィルタ２３、減圧ポン
プ２４を備えており、これらがそれぞれ減圧配管２５ａ、２５ｂを介して接続されること
によって、減圧ライン２６が構成されている。なお、減圧乾燥ホッパー４とラインフィル
タ２３とを接続している減圧配管２５ａの途中には、大気開放バルブ３７が設けられてお
り、また、ラインフィルタ２３と減圧ポンプ２４とを接続している減圧配管２５ｂの途中
は、放熱させるためにフィン状に形成されている。
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【００２４】
減圧乾燥ホッパー４は、粉粒体を受け入れる減圧容器部２７と、この減圧容器部２７を保
温するための保温手段としてのジャケット２８とを備えている。
【００２５】
減圧容器部２７は、その上部に、熱風乾燥機３に接続される接続管２９、およびラインフ
ィルタ２３に接続される減圧配管２５ａが接続されるとともに、その下部は、下に向かっ
て絞られるように形成されており、その下端部には、粉粒体を排出するための排出配管３
０が接続されている。この排出配管３０には、排出配管３０を開閉するための下側ゲート
３１が設けられるとともに、その途中には、リリーフバルブ４２が設けられている。
【００２６】
ジャケット２８は、減圧容器部２７の外周側部を覆うように、減圧容器部２７の外壁面と
所定間隔を隔てて形成されており、この所定間隔を隔てた空間に熱媒を供給して保温する
ように構成されている。ジャケット２８によれば、減圧容器部２７を簡易な構成によって
保温することができる。
【００２７】
そして、この乾燥装置１では、熱風乾燥機３の乾燥ライン１０に、ジャケット２８内に熱
風を送るためのジャケット供給ライン３２を設けて、乾燥ライン１０からジャケット供給
ライン３２を介してジャケット２８に熱媒を供給するように構成している。すなわち、乾
燥ライン１０における乾燥ヒータ９の下流側であって、熱風乾燥ホッパー２と乾燥ヒータ
９とを接続する送風配管１１ｅの途中から、入口側ジャケットラインとしての入口配管３
３を分岐させて、この入口配管３３を、側方からジャケット２８に接続するとともに、乾
燥ヒータ９の上流側に配設される乾燥フィルタ７から、送風配管１１ｂ、１１ｃとは別の
出口側ジャケットラインとしての出口配管３４を分岐させて、この出口配管３４を、側方
からジャケット２８に接続することによって、ジャケット供給ライン３２を形成し、入口
配管３４の途中に供給バルブ３５を設けて、この供給バルブ３５の開閉によって、ジャケ
ット２８内に熱風を送ることができるように構成している。
【００２８】
なお、この乾燥装置１では、熱風乾燥ホッパー２、減圧乾燥ホッパー４、乾燥ブロワ８お
よび乾燥ヒータ９は、保温材１７によって覆われている。
【００２９】
そして、このように構成された乾燥装置１によって粉粒体を乾燥させるには、まず、熱風
乾燥機３において、初期加熱乾燥を行なう。熱風乾燥機３により初期加熱乾燥を行なうに
は、まず、上側ゲート１６を閉状態として、乾燥ブロワ８を作動させる。そうすると、乾
燥ブロワ８から送風配管１１ｄを介して乾燥ヒータ９に空気が送られて、この乾燥ヒータ
９により加熱された熱風が、送風配管１１ｅから熱風乾燥ホッパー２の熱風容器部１２内
に送られ、その後、送風配管１１ａから流出するようになる。
【００３０】
次いで、エジェクタ１９を作動させることによって、輸送配管２０から粉粒体を熱風容器
部１２に投入する。そうすると、粉粒体は、熱風容器部１２内に送られる熱風により、乾
燥開始直後の湿気が除かれるようにして、乾燥される。
【００３１】
なお、送風配管１１ａに送られた熱風は、この送風配管１１ａに接続されるサイクロン６
に流入して粉塵などが除去された後、送風配管１１ｂを介して乾燥フィルタ７に送られて
、さらにダストなどが取り除かれた後、送風配管１１ｃを介して再び乾燥ブロワ８に送ら
れる。また、熱風容器部１２内において湿気を含んだ熱風は、たとえば、サイクロン６や
乾燥フィルタ７などで一部大気に開放することにより外気に放出するようにしており、ま
た、その一方で、外気から湿気の少ない空気を取り入れるようにして、循環する熱風の湿
気の上昇を防ぐようにしている。
【００３２】
次いで、熱風乾燥機３において初期加熱乾燥が終了した粉粒体を、減圧乾燥機５によって
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さらに十分に乾燥する。
【００３３】
減圧乾燥機５により乾燥を行なうには、まず、予め熱風乾燥機３の乾燥ブロワ８が作動し
た時に、供給バルブ３５を開状態としておき、送風配管１１ｅの途中から入口配管３３を
介してジャケット２８内に熱風を送り、これによって、減圧容器部２７内を保温しておく
。なお、ジャケット２８内に流入した熱風は、出口配管３４を介して乾燥フィルタ７に流
出し、再び乾燥ライン１０と合流する。また、供給バルブ３５の開閉動作は、減圧容器部
２７内の保温状態に応じて、適宜、連続または間欠的に行なえばよい。
【００３４】
次いで、下側ゲート３１を閉状態として、上側ゲート１６を開いて粉粒体を減圧容器部２
７内に受け入れて、その後に再び上側ゲート１６を閉状態として、減圧ポンプ２４を作動
させる。そうすると、減圧配管２５ａ、２５ｂを介して減圧容器部２７内が減圧されて、
減圧容器部２７内に受け入れられている粉粒体が減圧乾燥される。減圧ポンプ２４の能力
は、減圧容器部２７の容量や、粉粒体の種類および大きさなどによって適宜選択すればよ
いが、たとえば、４０～１００Ｔｏｒｒ程度のものが使用される。
【００３５】
なお、減圧ポンプ２４によって吸引された空気は、減圧配管２５ａを介してラインフィル
タ２３に流入して、ダストなどが取り除かれた後、減圧配管２５ｂを介して減圧ポンプ２
４に送られる。
【００３６】
このように、熱風乾燥機３において初期加熱乾燥した後に、減圧乾燥機５によって減圧乾
燥するようにすれば、粉粒体は、まず、初期加熱乾燥において、熱風によって乾燥開始直
後の湿気が取り除かれ、その後に、減圧乾燥機５により減圧乾燥されるので、減圧乾燥機
５においては、すばやく、かつ十分に減圧乾燥することができ、省エネルギー化を図れる
効率のよい乾燥を達成することができる。しかも、脱湿乾燥機を使用するよりも、装置の
小型化および簡略化を図れるとともに、より十分な乾燥を達成することができるので、た
とえば、乾燥された粉粒体を成形した時に、金型などに乾燥不良に起因する汚れなどを生
じることがなく、品質の良好な粉粒体を提供することができる。
【００３７】
しかも、この乾燥装置１においては、減圧容器部２７がジャケット２８によって保温され
ているので、熱風乾燥機３において乾燥された粉粒体は、減圧容器部２７に供給されても
、その温度を保った状態のままで減圧乾燥される。そのため、粉粒体を、よりすばやく、
かつ十分に乾燥することができる。
【００３８】
さらに、この乾燥装置１においては、ジャケット２８内には、熱風乾燥機３の乾燥ライン
１０からジャケット供給ライン３２を介して熱風が供給されるので、熱媒を別途供給する
必要がなく、また、その供給のための設備の必要もないので、簡易な構成によって、効率
的に保温することができ、装置のコストおよびランニングコストの低減を図ることができ
る。とりわけ、このジャケット供給ライン３２は、乾燥ヒータ９の下流側から分岐される
入口配管３３および、乾燥ヒータ９の上流側の乾燥フィルタ７から分岐される出口配管３
４により形成されているので、乾燥ヒータ９により加熱された熱風を、効率良くジャケッ
ト２８に供給して回収することができるため、効率の良い保温を達成することができる。
【００３９】
そして、この減圧乾燥機５によって十分に減圧乾燥を行なった後に、減圧容器部２７内の
粉粒体を、大気開放バルブ３７を開くとともに下側ゲート３１を開いて排出し、その排出
の完了後に大気開放バルブ３７および下側ゲート３１を閉じて減圧乾燥を終了する。排出
配管３０には、たとえば、他の処理装置３９ａおよび３９ｂのレシーバ４０ａおよび４０
ｂに接続される輸送配管３８ａおよび３８ｂがそれぞれ接続されており、排出された粉粒
体は、各輸送配管３８ａおよび３８ｂの途中に設けられるエジェクタ４１ａおよび４１ｂ
によって、各輸送配管３８ａおよび３８ｂを介して各レシーバ４０ａおよび４０ｂに気力
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輸送される。
【００４０】
また、この乾燥装置１には、減圧ポンプ２４により吸引された空気を圧縮して、その圧縮
空気を輸送系および駆動系に送るためのエア供給ユニット４３が備えられている。
【００４１】
このエア供給ユニット４３は、減圧ポンプ２４、および減圧ポンプ２４の下流側に順次配
設される、ブースター４４、ミストセパレータ４５およびエアタンク４６を備えており、
これらがそれぞれ加圧配管４７ａ、４７ｂ、４７ｃを介して接続されることによって、加
圧ライン４８が構成されている。なお、減圧ポンプ２４とブースター４４とを接続してい
る加圧配管４７ａは、その一部が、放熱させるためにフィン状に形成されているとともに
、その途中には、リリーフバルブ４９が設けられている。
【００４２】
減圧ポンプ２４は、揺動式のポンプが使用されており、減圧ライン２６から空気を吸引す
ると同時にその空気を圧縮するように構成されている。ブースター４４は、減圧ポンプ２
４により圧縮された空気をさらに圧縮するものであり、たとえば、減圧ポンプ２４により
圧縮された空気をさらに２倍程度に圧縮する。ミストセパレータ４５は、圧縮された空気
から、その圧縮により凝縮したミストを除去するものである。また、エアタンク４６には
、圧縮された空気を充填するものであって、電磁バルブ５１に接続される圧縮空気供給管
５２が接続されている。電磁バルブ５１は、エジェクタ１９、４１ａおよび４１ｂ、上側
ゲート１６および下側ゲート３１のぞれぞれに対応して開閉できるように構成されており
、そのそれぞれに圧縮空気を送るための送圧配管５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ、５０
ｅがそれぞれ接続されている。なお、圧縮空気供給管５２の途中には、エアフィルタ５３
が設けられている。
【００４３】
このようなエア供給ユニット４３においては、減圧ポンプ２４によって減圧ライン２６か
ら吸引されると同時に圧縮された空気は、加圧配管４７ａを介してブースター４４に送ら
れてさらに圧縮され、次いで、加圧配管４７ｂを介してミストセパレータ４５に送られて
凝縮したダストが除去された後、加圧配管４７ｃを介してエアタンク４６に送られて溜め
られる。そして、エジェクタ１９、４１ａおよび４１ｂ、上側ゲート１６および下側ゲー
ト３１をそれぞれ作動させる時には、それに対応する電磁バルブ５１が開くことにより、
それに対応する送圧配管５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ、５０ｅを介して圧縮空気が送
られて、それによって、エジェクタ１９、４１ａおよび４１ｂ、上側ゲート１６および下
側ゲート３１がそれぞれ作動する。なお、上側ゲート１６および下側ゲート３１の開閉動
作は、圧縮空気が送られるエアシリンダー５４および５５の駆動により行なわれる。
【００４４】
このようなエア供給ユニット４３を設けることによって、別途駆動源を設けなくても、エ
ジェクタ１９、４１ａおよび４１ｂなどの輸送系、および、上側ゲート１６および下側ゲ
ート３１などの駆動系を作動させることができるので、減圧ポンプ２４により吸引された
空気の効率的な利用を図ることができ、省エネルギー化を図れる効率のよい処理システム
を構成することができる。
【００４５】
　なお、以上に述べた実施形態では、ジャケット供給ライン３２の入口配管３３および出
口配管３４は、乾燥ヒータ９の上流側および下流側に接続したが、保温し得る程度の熱風
をジャケット２８に供給できる構成であれば、これに限らず、乾燥ライン１０のいずれの
位置から分岐させてもよい。
【００４６】
また、本実施形態の熱風乾燥機３は、熱風によって乾燥させるものであれば、公知のいず
れの熱風乾燥機でも使用することができる。また、減圧乾燥機５も同様に、減圧乾燥ホッ
パー４内が減圧状態となるものであれば、公知のいずれの減圧乾燥機でも使用することが
できる。なお、本発明において、減圧乾燥機は、真空乾燥機と同義である。
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【００４７】
また、粉粒体は、たとえば、樹脂ペレットやセラミック粒子など、その種類は問わない。
【００４８】
さらに、熱風乾燥機３の乾燥媒体としては、空気の他に、たとえば、窒素ガスなど、その
目的および用途によって適宜選択することができる。
【００４９】
【発明の効果】
以上述べたように、請求項１に記載の発明によれば、熱風乾燥機において湿気が取り除か
れた粉粒体を減圧乾燥機において乾燥するため、すばやく、かつ十分に減圧乾燥すること
ができ、省エネルギー化を図れる効率のよい乾燥を達成することができる。しかも、脱湿
乾燥機を使用するよりも、装置の小型化および簡略化を図れるとともに、より十分な乾燥
を達成することができるため、たとえば、乾燥された粉粒体を成形した時に、金型などに
乾燥不良に起因する汚れなどを生じることがなく、品質の良好な粉粒体を提供することが
できる。
【００５０】
　また、請求項１に記載の発明によれば、粉粒体は、第２乾燥槽においても、第１乾燥槽
において加熱された温度を保ったままで減圧乾燥されるので、粉粒体を、よりすばやく、
かつ十分に乾燥することができる。
【００５１】
　また、請求項１に記載の発明によれば、第２乾燥槽の槽内を簡易な構成によって保温す
ることができる。
【００５２】
　さらに、請求項１に記載の発明によれば、ジャケット内には、熱風乾燥機の乾燥ライン
からジャケット供給ラインを介して乾燥媒体が供給されるので、熱媒を別途供給する必要
がなく、また、その供給のための設備の必要もないので、簡易な構成によって、効率的に
保温することができ、装置のコストおよびランニングコストの低減を図ることができる。
【００５３】
　請求項２に記載の発明によれば、ジャケット供給ラインは、乾燥ラインにおける加熱手
段の下流側から分岐して、ジャケットを介して、再び加熱手段の上流側に接続されている
ので、加熱された乾燥媒体を効率良くジャケットに供給して回収することができるため、
効率の良い保温を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の粉粒体の乾燥装置の一実施形態を備えている処理システムを示す全体構
成図である。
【符号の説明】
１　　乾燥装置
２　　熱風乾燥ホッパー
３　　熱風乾燥機
４　　減圧乾燥ホッパー
５　　減圧乾燥機
８　　乾燥ブロワ
９　　乾燥ヒータ
１０　乾燥ライン
２８　ジャケット
３２　ジャケット供給ライン
３３　入口配管
３４　出口配管
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